
日本国内で働く外国人労働者数は増加傾向で推移し、2024年10月末時点で230万人を超え、
過去最高を更新した。本特集では、外国人雇用に詳しい行政書士・濵川恭一氏による2025年
上半期における「外国人雇用環境の振り返り」の寄稿とともに、データで振り返る「外国人雇用
状況」のチェックポイントを掲載。2025年下半期以降の外国人雇用とそのサポートに向けた情報
整理・総点検の一助となれば幸いである。	 （本誌　伊藤秀範）

「外国人雇用」
における
2025年上半期振り返りと
今後の動向を再点検

特定技能外国人に関するルール変更、
育成就労制度への移行等は、
「外国人雇用」支援の
人材ビジネス会社には追い風なのか?
●�外国人雇用に詳しい行政書士が検証! 2025年上
半期外国人雇用環境の振り返り 10頁

ポイントチェック!

●データで振り返る「外国人雇用状況」 16頁

特集
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2025年
上半期の

主な
外国人関連
ニュース

史
上
最
大
、最
速
規
模
で

外
国
人
就
労
者
数
が
増
加

２
０
２
５
年
１
月
に
厚
生
労
働
省
が

発
表
し
た
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
日
本

で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
労
働
者
数

は
、
２
０
２
４
年
10
月
時
点
で
２
３
０

万
２
５
８
７
人
と
な
り
、
過
去
最
多
を

更
新
し
ま
し
た
。
な
お
、
２
０
２
０
年

10
月
時
点
で
約
１
７
２
万
人
で
あ
る
た

め
、
わ
ず
か
４
年
間
で
、
58
万
人
も
増

え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
58
万
人
と
い

う
と
鳥
取
県
の
人
口
よ
り
も
多
く
、
東

京
都
板
橋
区
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。
わ
ず
か
４
年
間
で
、
23
区
レ
ベ
ル

の
区
が
１
つ
で
き
る
く
ら
い
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
増
え

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
籍
別
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
最
も
多

く
57
万
７
０
８
人
（
外
国
人
労
働
者
数

全
体
の
24
・
８
％
）、
次
い
で
中
国
40

万
８
８
０
５
人
（
同
17
・
８
％
）、
フ

思
い
ま
す
。

就
職
予
備
軍
と
な
る

留
学
生
数
も
増
加

２
０
２
４
年
５
月
１
日
現
在
の
外
国

人
留
学
生
数
は
33
万
６
７
０
８
人
で
、

前
年
度
比
20
・
６
％
増
（
５
万
７
４
３

４
人
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
増

加
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
緩
和
し
、
留
学
へ
の
規
制
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

内
訳
を
み
る
と
、
大
学
院
、
大
学
、

専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、
総
学
生
数
は

ィ
リ
ピ
ン
24
万
５
５
６
５
人
（
同
10
・

７
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
資
料
で
は
、
対
前
年
増

加
率
が
大
き
い
国
に
つ
い
て
も
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
籍
別
で
人
数
が
多
い

国
と
、
増
加
率
が
高
い
国
は
別
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
増
加
率
が
高
い
国
ト

ッ
プ
３
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
そ
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
で
す
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
61
％

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
巷
で
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
政
情
不
安
で
あ
る
た
め
、
採

用
を
検
討
し
な
い
と
い
う
潮
流
も
あ
り

ま
す
が
、
事
実
と
し
て
、
日
本
で
働
く

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

在
留
資
格
別
で
は
、「
専
門
的
・
技

術
的
分
野
の
在
留
資
格
」
が
届
出
義
務

化
以
降
、
初
め
て
最
も
多
く
な
り
71
万

８
８
１
２
人
、
次
い
で
「
身
分
に
基
づ

く
在
留
資
格
」
が
62
万
９
１
１
７
人
、

「
技
能
実
習
」
が
47
万
７
２
５
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。「
専
門
的
・
技
術
的
分

野
の
在
留
資
格
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
高

度
人
材
で
す
。
原
則
、
大
学
卒
業
相
当

の
学
歴
を
持
つ
外
国
人
で
あ
り
、
一
定

レ
ベ
ル
の
知
見
を
必
要
と
す
る
仕
事
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
経
済
発
展

を
考
え
る
と
良
い
傾
向
で
は
な
い
か
と

い
ず
れ
も
前
年
よ
り
増
加
し
、
日
本
語

学
校
に
関
し
て
は
、
2
0
1
1
年
の
調

査
開
始
以
降
、
過
去
最
多
数
を
記
録
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
語
学
校
の
管

轄
が
、
法
務
省
か
ら
文
科
省
に
変
わ
っ

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
法
務
省
出
入
国
在
留
管
理
庁
に

よ
る
「
告
示
」
制
度
の
も
と
に
運
営
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
文
部
科
学
省
に
よ

る
「
認
定
」
制
度
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
変
更
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
大
学
等
へ

の
進
学
者
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
日
本
語
学
校
卒
業
後
に
就
職
す
る

と
い
う
留
学
生
も
増
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
人
の
就
労
者
数

は
、
史
上
最
大
規
模
か
つ
急
速
に
増
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
弊
害
も
い
く
つ
か

出
て
い
ま
す
。
不
法
就
労
件
数
や
失
踪

者
数
は
、
外
国
人
の
数
と
あ
る
程
度
比

例
し
て
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
留

資
格
の
審
査
期
間
の
長
期
化
も
そ
の
一

つ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
在
留
資
格
の

審
査
に
は
、
数
ヵ
月
、
長
い
と
き
に
は

半
年
以
上
か
か
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
直
近
の
審
査
で
も
、
優

先
審
査
案
件
（
期
限
の
あ
る
在
留
資
格

更
新
や
在
留
資
格
変
更
）
以
外
は
、
審

査
が
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

在
留
資
格
要
件
ぎ
り
ぎ
り
の
案
件
で

は
、
審
査
に
1
年
近
く
か
か
っ
た
と
い

2025年上半期
外国人雇用環境の振り返り

制度改正ポイントと育成就労制度の行方

2024年末から史上最大規模かつ急激に外国人
就労者が増えています。外国人雇用の現場でも
様々な影響が出ています。本稿では、2025年上
半期における外国人雇用状況の振り返りととも
に、今後の動向について紹介します。

濵川恭一
行政書士・�
つくばワールド行政書士
事務所代表

図表1 在留資格別外国人労働者数の推移
（出典）　厚生労働省（「外国人雇用状況」の届出状況のまとめ）資料より
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「外国人雇用」における2025年上半期振り返りと今後の動向を再点検


